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地球シミュレータ運営基本計画の骨子

地球シミュレータ運営委員会策定の基本計画（平成１４年３月）

 に基づいて運営

•地球環境変化の的確な評価・予測をし、人類の持
 続的発展に貢献する

•画期的な成果を期待できる分野に貢献する

•関係機関の研究者・有識者からなる「利用計画委
 員会」で利用計画の策定を行う

•｢利用計画」に沿って「課題選定委員会」で研究課
 題と計算資源量を決定する

•「基本計画」に則り、具体的運用は‘地球シミュ
 レータセンター長’が決定する
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地球シミュレータの運用体制図地球シミュレータの運用体制図

理事長
地球シミュレータ

運営委員会
地球シミュレータ

評価委員会

センター長 利用計画委員会

課題選定委員会

・地球シミュレータ
運営基本計画及び
その他重要事項の審議

・地球シミュレータセンター
運営及び成果に対する評価

地球シミュレータセンター

・地球シミュレータ
利用計画の策定・地球シミュレータ

利用計画の決定
・地球シミュレータセンターの
運営・管理

・個別課題の審議及び選定

【利用分野】

① 大気・海洋分野

② 固体地球分野

③ 計算(機)科学

④ 先導・創出分野

運用は地球シミュレータセンターが以下の体制のもとに行う
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理事長

課題選定委員会

計画推進委員会

独立行政法人海洋研究開発機構

センター長

地球シミュレータセンター

報告

・地球シミュレータ利用計画の作成
・地球シミュレータセンターの運営・管理

・策定された利用計画に基づく個別課題の
審議及び選定

・地球シミュレータ
運営基本計画及び
その他重要事項

・地球シミュレータ
利用計画

・利用プロジェクト
の成果の評価

・地球シミュレータ
センターの運営

指示・助言

諮問

答申

地球シミュレータの運用体制の変更（H16年７月）

（平成18年4月）
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計算資源の分野別配分

気候変動予測

地球内部変動解明

計算機科学の進展

戦略的資源

先進プロジェクト

30 – 35%

15 - 20%

25%

15%

10%

（利用計画委員会決定事項：平成１５年度）
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計算資源の分野別配分
（平成１９年度）

５５％

２５％

１５％

国際共同研究等

特定プロジェクト

共同プロジェクト
・国際共同研究（MOU）

・国内共同研究・共同調査

・緊急ジョブ

・２１世紀気候変動予測革新プログラム

・産業活用プロジェクト

・CREST
など国の戦略的経費による

・次世代アルゴリズム

・次世代アーキテクチャ

・宇宙

・原子力・核融合

・流体応用

・ナノ

・バイオ

・気候変動

・都市気候

・海洋現象

・地震

・プレート力学

・マントル対流

・地磁気変動
有償利用

５％
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ＥＳノード使用状況CPU RESOURCE UTILIZATION for the 2005FY

Execution (77.5%) Stag-in & out(14.6%) Maintenance (5.2%)
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利用研究者数
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Sustained Performance for AFES CodeSustained Performance for AFES Code
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地球シミュレータ　グループ毎性能値　　ノード数/GFLOPS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（利用責任者氏名:ノード数:GFLOPS値）

大淵　済:320 :10,671

佐々木　英治:188 :2,707

高橋　桂子:160 :4,398

田中　幸夫:480 :9,610

鍵本　崇:188 :2,822

佐藤　正樹:80 :2,353

坪井　誠司:243 :4,987

浜野　洋三:160 :5,499

深尾　良夫:64 :1,440

荒川　忠一:512 :13,760

住　明正:86 :1,606

松尾　敬世:64 :361

丸山　康樹:120 :3,488

岡部　寿男:512 :12,800

松浦　充弘:176 :3,557

古村　孝志:128 :2,985 中久喜　伴益:256 :2,845
奥田　洋司:256 :2,771

南　一生:512 :4,797
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大淵　済 佐々木　英治

高橋　桂子 板倉　憲一

宮島　博 田中　幸夫

鍵本　崇 佐藤　正樹

坪井　誠司 鈴木　喜雄

浜野　洋三 深尾　良夫

高瀬　和之 秋元　肇

平田　勝 山形 俊男

荒川　忠一 岸本　泰明

住　明正 松尾　敬世

植田　洋匡 丸山　康樹

淡路　敏之 松野　太郎

岡部　寿男 松浦　充弘

古村　孝志 中久喜　伴益

平原　和朗 奥田　洋司

佐藤 文俊 大村　善治

宇川　彰 南　一生

立木　昌 ピーク性能

ピーク性能30%
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米国国立エネルギー研究科学コンピューティングセンター（NERSC)による調査

各種シミュレーションプログラムを用いたベンチマークテスト

実
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効
率

磁気流体

LBMHD
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NERSC-ESCの共同研究（MOU)による
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地球シミュレータから得た知見：運営体制

・世界の情勢を的確に見通し、大局的見地に立った
運営基本計画の策定の重要性

 
－

 
立法府

・策定された基本計画に基づき、国際情勢を大局的
かつ戦略的に見通し、計画を強力に推進できる国
際的統括的研究リーダーの必要性

 
－

 
行政府

・統括リーダーの諮問機関として、具体的年次計画
を策定する汎分野的常設委員会の設置の有用性

資源配分の大枠決定、利用方式の決定等
・具体的プロジェクトの選定、資源配分を決定する
独立した委員会の必要性

・年次成果の評価を諮問委員会と課題選定委員会の
合同で行う仕組みの導入の有用性

次年度の的確な策定に有効に反映できる
・中期計画の進展を２～３年単位で評価する委員会

ー
 

司法府
基本計画、統括リーダーの運営に反映できる
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地球シミュレータから得た教訓：研究推進（１）

・それぞれの研究グループが独自にアーキテクチャに即応したプ
ログラムの最適化を迅速に行える能力を備えることができる仕
組を考えておく

・各プロジェクトの解決に最適なシミュレーション（計算）アル
ゴリズムの開発を行える能力を有する研究者を育成すること

・公募資源枠のほかに世界状況に応じ展開できる戦略的資源枠を
確保しておくことは、国の事業として大いに有用である

HPC発展途上国への資源・計算技術の提供

公募に適さないテーマへの柔軟な資源の確保－萌芽・育成
資源を追加配分することによって画期的成果が生まれ
る課題への臨機応変の支援

ESにおける国際MOU（米・英・仏・伊など）、自動
車工業会、筑波大の格子QCDなど
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・新しく展開が期待される計算分野に稼働開始前に先行投資する
ことは大いに役立つ：

ESにおける固体地球シミュレーションがそのよい例

・長期的視点に立った若手HPC研究者の育成機関（シミュレー

ション研究科）を設けることの重要性

・大規模HPC研究分野への安易な先行投資の危険性

性能が格段に向上するために旧来の非効率なプログラム
に安住し、研究効率が機械性能に見合った向上を得ず、
諸外国に致命的な遅れをとる

・アーキテクチャに応じたHPCの方法論の的確な認識とその認

識に準じた資源配分の方法を考える
物理シミュレーション（粒子性、連続体など）
大規模データ処理（相同性解析、可視化など）
法則発見・体系化型シミュレーション（生命体・経済・
社会問題など）

地球シミュレータから得た教訓：研究推進（２）
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